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Ⅲ 実施に向けて 

（１）街なか空間活用における質の確保について 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「質」を確保・維持する仕組みについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

         

 ◎ 前回専門部会での議論において 

 

・毎日の出し入れをどのように継続的にするかが重要。 

お店にとってもそういう座る場所があることに価値があると分かれば繋がっていく。 

・毎日の出し入れを考慮した上で安全性と携帯性が重要。 

専門家の知恵をお借りするなど、今回の実験をみて、持続的な取組みにしたいと思う。 

・可能な形で出来ることから持続していくということが重要である。この部会で作れればよい。 

 ⇒「質」を確保・維持する仕組みづくりが同様に重要との意見がでた。 

 

 ◎ 「質」を確保・維持する仕組み 

  

・「質」として、いかに環境を整えるかという点で、安全面とデザイン面に分けられる。 

・デザイン面の「質」としては、専門家・アドバイザーによる、アドバイスが考えられる。 

・安全面の「質」としては、道路管理者や交通管理者と協議し、確保することが必要である。 

・「質」の維持としては、実施主体が行う運営・管理体制のつくり方が重要である。 

 

    ▸「質」を確保・維持する仕組み(例) 

 

 ◎ 前回専門部会での議論において 

 

   ・デザインの重要性がこんなにも大事だということが分かった。 

・椅子とテーブルでもデザインによって受け入れられ方が全然違う。 

・緑の配置が絶妙。目線が合わなくて居心地がよいパーソナルスペースになる配置だった。 

・60 席という大規模に行ったのがよかった 

 ⇒「質」を確保することが重要との意見が出た。 

 

 ◎ 人々が居心地良く過ごすための、座り場の「質」について 

 

   例えば… 

   ▶車などから安全であり、不快な環境（風・雨・気温等）から守られている。 

   ▶座っていて快適な空間であり、様々な活動（座る、見る、話す、聞く）ができる。 

   ▶良質なデザイン、素材であったり、素晴らしい眺めがあるなど、良好な体験ができる。 

                                       など 

   参考：12 の質的基準 「人間の街 公共空間のデザイン」ヤンゲール著 鹿島出版会より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「質」の重要性について 



 

 

10 

Ⅲ 実施に向けて 

③「質」を規定するポイント 
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Ⅲ 実施に向けて 

参考事例 

 


